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「学生のおもしろ企画ー大学祭企画」実施報告書

※整理番号：

I
企画名

Japan Steel Br i dge Competiti on 2016

実施日
平成 28 年 8 月 31 日（水） ～平成 28 年 9 月 2 日（金）

実施場所
1前橋工科大学

企画代表者の氏名，所属
氏名：江口健太 所属：工学研究科社会基盤環境工学専攻

構成員の氏名
福田祥顕  横田龍 江口健太 湯藤洋丈
安達光太郎 有木崚将 久堀泰誉 渡優太
西川博貴 岡崎暁 高見文也 伊須田遼

三原千明

指導的立場の教員氏名

藤井堅教授，半井健一郎准教授 ， 有尾一郎助教

企画の目的及び内容
(1)企画の目的及び期待される効果

本企画は，鋼橋の設計，製作，架設という 一 連の流れを実際に体験することにより ，

「基礎的な工学知識を応用する技術」， 「共同技術」 「プロジェクト遂行時に生じうる問
題の解決方法」を習得することを目的としております。そのため，これまで学んだ材料カ
学，構造力学を設計，製作に活用することで，自身のスキルアップはもちろんのこと大
会に参加する他大学の学生と切磋琢磨し合うことで，お互いの技術力の向上が期待できま
す。また学生が先輩や教員技術指導員から部材加工に関する多くの技術や橋梁に関す
る知識を習得することを期待しております。

(2)企画の具体的な内容（図面等があれば別紙として添付してください。）
本大会は、運営本部が定めるルールに基づき，学生が自ら設計・解析を実施し，製作を

行った部材を用いて，会場にて架設を行う大会です。大会では，架設のスピ ー ド見た目
の美しさ設定されたたわみ量と橋梁模型のたわみ量の誤差プレゼンによる橋梁のPRな
ど総合的な観点から評価し，他のチ ー ムと競い合います。

本研究室は数年前からこの大会に参加しており、昨年度の大会では参加 20 チ ー ムと競
い、不本意な結果となってしまいましたが，これまでの本研究室の栄冠を取り戻すべ<,
総合優勝を目指し，今年度も研究室のメンバ ーと協力して模型橋梁を製作し，大会に参加
したいと考えております。

橋梁作成には、鋼材の購入費および部材作成のための溶接などの作業費が不可欠であ
り、また、会場までの輸送費も必要となります。そのため、助成金の要請をいたします。

来場者数
広報は以下のペ ー ジ (http ://bri com. jp/) にて，公表されております。昨年度は 20

チ ー ム以上の参加があり，来場者数は 300 人を超えました。大会の創設以来，参加大学は
年々増えてきており，今年度は，昨年度以上の参加校数および来場者数を記録すると見込
んでおります。さらに ， テレビ局からの取材もあり，全国ニュ ースにも取り上げられまし
たので，全国的にさらなる周知が期待できます。

主催・後援団体（外部のコンテスト等に参加する場合は，そのコンテストの規模）

主催：土木鋼構造研究ネットワーク
後援： 一 般社団法人日本鉄鋼連盟，社団法人日本橋梁建設協会

活動の内容（準備，広報活動，当日の様子等）






